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【目的】

今までの競技経験から、スプリント走においては、感覚的

によい走りが出来ている時は、接地時の非接地脚の踵が臀部

に引きつけられていることが多い。つまり、膝関節角度が小

さくなっている。宮下(1992)によると、一流スプリンターは

キック時に膝関節をあまり大きく伸展をしない傾向にある

と報告している。このことから、接地時の非接地脚の踵を臀

部に引きつけることが高いパフォーマンスを発揮するため

に求められると考えられる。

疾走時における接地時の非接地脚の下肢関節(股関節・膝関

節・足関節)の角度および疾走動作中の下肢関節の角度の最小

値と最大値の 3 つを技術的指標として、この角度がパフォー

マンスに影響を与えると仮説を立て、この仮説を明らかにす

るために、中学生女子スプリンターのトップ選手と一般選手

の 100m 走時における最大スピード局面を対象として、

1)100m 走のタイムと身長および体重との関係 2)100m 走の

タイムと接地時の非接地脚の下肢関節の角度との関係、3)接

地時の非接地脚の下肢関節の角度と下肢関節トルクとの関

係、4)100m 走のタイムと下肢関節トルクとの関係について

検討した。

【方法】

被検者は、健康な女子中学生陸上競技選手 16名であった。

被験者を全国大会出場者群(Top 群 159.6±3.1cm,46.1±2.8kg)

と一般部活動レベル群(Normal 群 154.3±3.9cm,46.4±4.9kg)

の 2 群に分けた。筋力測定の項目は、股関節屈曲(HF)・伸展

(HE)トルク、膝関節屈曲(KF)・伸展(KE)トルクであった。

関節トルクの測定は、すべて最大随意収縮による等尺性力発

揮で行った。100m 走の疾走動作の撮影は、2 台の高速度デ

ジタルビデオカメラを用いて行った。1 台は 40m 付近側方の

疾走動作を撮影し、もう 1 台はバックストレート中央からパ

ンニング方式により、疾走動作を撮影した。Frame Dias で

ビデオ画像を分析した座標から、股関節角度、膝関節角度、

足関節角度を算出した。

【結果】

両群間において、Top 群が有意に高値を示したが、体重は

有意な差を示さなかった。一方、100m 走のタイムと身長、

100m 走のタイムと体重の間では、どちらも有意な相関関係

を示さなかった。100m 走のタイムと足関節角度の最小値の

間に有意な負の相関関係を示した(r=-0.71,p<0.01)。100m 走

のタイムと接地時の非接地脚の膝関節角度および股関節角

度の最小値との間にそれぞれ有意な正の相関関係を示した

(r=0.67,p<0.01)(r=0.60, p<0.05)。下肢関節角度と下肢関節

トルクとの間で有意な相関関係を示した項目はなかった。両

群間において、下肢関節トルクは有意な差を示さなかった。

100m 走のタイムと関節トルクの間では、股関節伸展トルク

のみ有意な負の相関関係を示した(r=-0.64,p<0.05)。

【考察】

身長は、両群間で有意な差を示したが、100m 走のタイムと

身長の関係では、有意な相関関係を示さなかった。スプリン

ト走においては身長が高く、脚長が長いことは有利だとされ

るが、14 歳に疾走速度がピークに達する中学生女子におい

ては、身長が高い選手が必ずしも高いパフォーマンスを発揮

するとは限らないと考えられる。

足関節角度の最小値は、接地直前に観察され、Top 群の方

が高値を示した。これは、Top 群はつま先または足部全体、

Normal 群は踵から接地していたことを示している。最大値

は両群間で有意な差を示さず、離地直後に観察された。最大

値に差がなく最小値には差が見られたことから、接地中の足

関節の角度変位は Top 群の方が小さいと考えられる。伊藤ら

(1992、1998)は、接地中の足関節の角度変位を小さくするこ

とが有効であると報告しているため、接地中の足関節の角度

変位が小さかった Top 群は、接地時に好ましい動作をしてい

たと考えられる。

接地時の非接地脚の膝関節角度は、Top 群の方が低値を示

した。これは、Top 群の方が、非接地脚の踵を臀部に引きつ

けていたことを示している。宮下(1992)は、キック時に膝関

節をあまり大きく伸展をしないことがピッチを高めるため

に役立つと報告しているため、踵を臀部に引きつけていた

Top 群は、膝関節を屈曲したままキックをしていた可能性が

あるといえる。このことから、Top 群はキック時において好

ましい動作をしていたと考えられる。

股関節角度の最小値は、Top 群の方が低値を示した。これ

は、Top 群が膝を高く引き上げていたことを示している。ま

た、股関節角度の最小値は 100m 走タイムと有意な正の相関

関係を示した。以上を踏まえると、膝関節を高く引き上げる

ことは、走パフォーマンスを向上させる要因のひとつである

と考えられる。

股関節伸展トルクは両群間で有意な差を示さなかったが、

100m 走のタイムと股関節伸展トルクの間に有意な負の相関

関係を示した。筋力が大きければ、パフォーマンスは大きく

なるが、両群間で筋力に有意な差がなかったのにも関わらず、

100m 走のタイムに有意な差があった。これらを踏まえると、

Top 群の 100m 走のタイムには筋力以外に技術的要因が関係

している可能性がある。


